
高

札

立

札

式

を

挙

行

い
よ
い
よ

本

年

十

一

月

二

十

九

日
（

日

）

と
な
っ
た

住

職

継

職

法

要

を

ご
門

徒

や

寺

院

内

外
に

周

知

す
る

高

札

を

参

道

下
に

設

置
し
ま
し
た
。
こ
の
高

札

立

札

式

を

昨

年
の

報

恩

講

法

要
の

初

日

、
十

一

月

二

十

八

日

の
昼

休
み
に
挙

行
い
た
し
ま
し
た
。

ま

た
、
参

道

周

辺

整

備

も

順

調
に
す

す

み
、
こ
の
一

月

末
よ
り

内

陣
の
格

天

井
に
花

柄

絵

を

設

置
す
る

工

事

が
は
じ
ま
り
ま
す
。

こ
の

為

、
一

時

的
に

仏

様

を
は
じ
め
、
全
て

の
仏

具

を

本

堂

内

陣
よ
り

移

動

さ
せ
ま
す
。

阿

弥

陀

さ
ま
に
つ
い
て
は

大

座

敷
へ
ご
遷

座

せ

ん

ざ

い
た
だ
く

予

定
で
す

。
皆

様
に
は
、
工

事

中

に
は

大

変

な

ご
迷

惑

を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理

解
と
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

内

陣
の

格

天

井

工

事

終

了

後
に
は

、
境

内
の

下

水

道

管
の

接

続

工

事

、
境

内
の

舗

装

化
・
石

畳
の
設

置

工

事

も

始

ま
り
ま
す

。

い
よ
い
よ

一

番

大

き
い
外

工

事

が
始
ま
り
ま

す

。
工

事

中

、
本

堂
・
納

骨

堂
へ
お

参

り
の

皆

様
に
は
、
く
れ
ぐ
れ

も

ご
注

意
い
た
だ
き

た
く

存
じ
ま
す
。

尚

、
格

天

井

特

別

懇

志

を

進

納
い
た
だ

い
た
お

方
に
は
、
格

天

井
の
名

前

記

載

部

分

写

真
を
後

日

送

付
い
た
し
ま
す
。

帰

敬

式

の

受

式

者

募

集

と

お

稚

児

さ

ん

の

募

集

光

山

寺

住

職

継

職

法

要
で
は
、
法

要
に

合

わ
せ
て

特

別

行

事

が

各

種

予

定

さ
れ
て

い
ま
す
。

募

集

事

項

と
し
て
は

、
法

要

前

日
の

十

一

月

二

十

八

日
（

土

曜

）
午

後
よ
り
、
浄

土

真

宗
の
門

徒
と
し
て

法

名
（

戒

名
と
は
い
い

ま
せ
ん
）
を
い
た
だ
く

敬

帰

式

が

執

行

さ
れ

る

予

定
で
す

。
時

間
は

一

時

間

程

度
で
す

。

ま
た
、
法

要

当

日
に
は
、
法

要
に

先

立
っ

て

白

水

小

学

校

を

控

え

室

と
し
、
稚

児

宿

で
あ
る

來

島

喜

代

槌

さ
ん

宅
（

玉

江

一

区

）

よ
り

光

山

寺

本

堂

ま
で

稚

児

行

列

が

行

わ

れ
ま
す
。

ど
ち
ら
の
募

集

も

本

年

五

月

永

代

経

法

要
よ
り

正

式

な

募

集

を

始
め
ま
す
が
、
ど
う

ぞ

遠

方
の

ご
家

族

や

お

孫

さ
ん

な

ど
に

参

加
の
ご
予

定

を
い
た
だ
け
た
ら

幸
い
で
す
。

帰

敬

式
に
つ
い
て
は
、
受

式

料

金

が
、
稚

児

行

列
に
は

稚

児

衣

装

代

が
そ
れ

ぞ
れ
か

か
る

予

定
で
す

。
ま
た
、
光

山

寺

よ
り

記

念

品

等

も

用

意

し
て

お

り

ま

す

。
帰

敬

式

は

法

要

前

日

午

後

、
稚

児

行

列

は

当

日

午

後

か

ら

で

す

の
で
、
早

め
に

ご

予

定

く

だ

さ
い
。
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■

仏

教

壮

年

会

で

研

修

会
・
忘

年

会

■

光

山

寺

仏

教

壮

年

会
（

会

長
、
中

川

英

男

）
、

文

化

部

研

修

会
（

部

長
、
野

村

謙

次

）・
忘

年

会

が
十

二

月

二

十

一

日
（

土

）
午

後

六

時
よ
り

光

山

寺
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今

年

度

は

萩

北

断

層

を

中

心

と

し

た

山

口

県

の

断

層

に
つ
い
て

、
山

口

大

学
の
名

誉

教

授
・
金

折

裕

司

先

生
に
お

話
い
た
だ

き
ま
し
た
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ

ー

を

利

用

し

た

実

際

の

映

像

な

ど
を

拝

見

し
、
玉

江

地

区
に

断

層

が

走
っ
て

い
る

点

や

、
大

地

震

で
は

川

内

地

区

大

部

分

が

津

波

や

液

状

化
に
て

水

没

す
る
こ
と
な

ど
が

指

摘

さ
れ

ま
し
た
。
五

十

名

以

上
の
参

加

者
は
、
真

剣
に

話
に

聞

き

入
り

ま
し
た
。
研

修

会

終

了

後
に
は
、
光

山

寺

仏

教

婦

人

会

有

志
の
皆

さ
ん
も

参

加

さ
れ
、
約

四

十

名
の
ご
門

徒
と
共
に
賑

々
し
く

忘

年

会

が
庫

裏

に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

■

ご

縁

の

集

い

を

開

催

■

浄

土

真

宗
の

ご
法

義

を

聴

聞

す
る

入
り

口
と
し
て
、

ま

た

定

年

や

還

暦

を

迎

え

ら

れ

た

方

々
の

記

念

と

し

て
、
気

軽
に
お

寺
に
足

を

向

け
て
も

ら
う

一

助
と
し
て
、

「

ご
縁
の
集
い
」（
プ
レ
開

催

）

を

住

職

継

職

法

要

記

念

行

事

と

し
て

今

年

も

十

月

十

九

(

土

曜

)

に

開

催

し

ま

し

た
。
参

加

者

は

二

十

名
で
、
楽

し
い
一

時

を

過

ご
し
ま
し
た
。

当

日

は

鹿

児

島

教

区

作

成
の
「

影

像
で

わ
る

浄

土

真

宗
『

門

徒
の
た
し

な
み

』
」
を

拝

見
し
、
基

本

的

な

浄

土

真

宗
の
合

掌
・
礼

拝

な

ど
の

作

法

を

、
影

像

を

見

な

が

ら

学

び
ま
し
た
。

お

楽
し
み

会
で
は
、
ゲ
ー
ム
大

会

を

開

催

し
、
皆

さ
ん

童

心
に
も

ど
っ
て

楽

し
い
一

時

を

過

ご
し

ま

し

た

。
令

和

二

年

は

継

職

法

要
の
為
に

開

催

さ
れ
ま
せ
ん
が
、
来

年
は

企

画

も

新
た
に
開

催

予

定
で
す

。
お

楽

し
み
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
。

■

初

参

式
の
お
知

ら
せ

■

親

鸞

聖

人
の

誕

生

月

で

あ

る

五

月

に

は

毎

年

婦

人

会

主

催

に

よ

り

初

参

式

を

実

施

し
て
い
ま

す

。
今

年

も

五

月

十

七

日
（

日

曜

日

）
午

前

九

時

半

よ

り

光

山

寺

に
て

開

催

さ
れ
ま
す

。
生

後

一

年
く
ら
い
ま
で
の
お

子

さ
ん
が

対

象
と
な
り
ま
す
が
、
仏
の
子
と
し

て
育
つ
た
め

仏

教
の
ご
縁
に
初
め
て
あ
う

合

同
の

初

参

式

で

す

。
参

加

希

望
の

方

は

お

子

さ
ん
の
お

名

前
・
生

年

月

日

等

を

光

山

寺

ま
で

ご
連

絡

く
だ
さ
い
。
尚

、
当

日

参

加

で
き
な
い
方
は

個

別
の
初

参

式
や

自

宅
で
の

初

参

式

も

受
け

付

け
て
い
ま
す
の
で
、
是

非

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

■

親

鸞

聖

人

鑚

仰

会

会

員

募

集

■

親

鸞

聖

人
の
み

教

え

を

鑚

仰

し

、
同

朋

と

し
て
の

親

睦

を

深

め
る

事

を

目

的

と
し

た
「

親

鸞

聖

人

鑚

仰

会

」
を

今

年

も

四

月

二

十

日
（

月

）
よ
り
ス
タ

ー

ト
し

ま

す

。
新

規

会

員

を

募

集
い
た
し
ま
す
の
で
、
お

申

し

込
み
く
だ
さ
い
。
ご
門

徒
に
限

ら

ず
、
年

齢
・

男

女

を

一

切

問

わ

ず

広
く

親

鸞

聖

人
の
み

教

え

を

仰

ぐ

方

々
の

集

ま

り
で
す

。
年

度

会

費

は

、
一

口

二

千

円

で

二

ヶ
月
に

一

回

の

開

催

。
本

年

度

も
「

正

信

偈

」
の

内

容

を

学

ぶ
を
テ

ー
マ
に

学

習

し
ま
す

。『

浄

土

真

宗

聖

典
（

註

釈

版

）
』
が

必

要
と
な
り

ま

す

が
、
お

持

ち
で
な
い
方
は

当

日

お

申

し

出
く

だ
さ
い
。
原

則

偶

数

月
、
第

月

曜

日

午

後

八

時

開

催

と
な
り

ま

す

。
毎

回

葉

書

案

内

し

ま
す
が
、
開

催

日
に
は
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

■

成

人

式

を

お
寺
で

！

■

成

人

を

迎

え
た
こ
と
を

仏

さ
ま

に

奉

告

す
る
た
め
の
成

人

式
や

還

暦

式

な

ど
、
人

生
の

節

目

節

目

を

日

頃

お

世

話
に

な
っ
た

方

々

と

一

緒

に

仏

祖
に

奉

告
し
ま
せ
ん
か
。
お

申
し

込
み
は

随

時

受
け

付

け
て

お

り

ま

す

。
受

式

者

に
は

記

念

撮

影

写

真
を
本

堂
に
掲

示
い
た
し
ま
す
。

■

募

金

箱

報

告

■

Ｗ
Ｗ
Ｆ
Ｊ
（

世

界

自

然

保

護

基

金

日

本

委

員

会

）
の

募

金

箱
（

本

堂

焼

香

卓
の

横

）

に

集

ま
っ
た

募

金

、
七

八

六

七

円

を

昨

年

十

二

月

三

十

日
に

送

金

致

し
ま

し
た

。
大

変
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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《

帰

敬

式
の
意

味

》

き

き

ょ

う

し

き

帰

敬

式

と
は

、
阿

弥

陀

如

来
・
親

鸞

聖

人
の

御

前

で

浄

土

真

宗
の

門

徒

と

し
て
の

自

覚

を

あ

ら

た
に
し

、
お

念

仏

申

す

日

暮

を

送

る
こ
と

を

誓

う
、
私

た
ち
に
と
っ
て

最

も

大

切

な

儀

式
で
す

。

こ
の

帰

敬

式

を

受

式

さ
れ
、
仏

弟

子
と
な
っ
た

方
に
は

本

願

寺

住

職
（

ご
門

主

さ
ま

）
よ
り

法

名

が
授

与

さ

れ
ま
す

。
帰

敬

式

を

受

式

し
、
共
に
お

念

仏

を
喜
ぶ
人

生
を
歩
み
ま
し
ょ
う
。

帰

敬

式

は

原

則

は

、
ご
本

山
で

執

行

さ

れ
ま
す

が
、
特

別

行

事
の
場

合
に

限
り
、
地

方
の

別

院

や

寺

院

で

も

執

行

さ

れ

ま

す

。

山

口

教

区
で
は

別

院
の

報

恩

講

法

要
に

合

わ
せ
て

十

一

月

二

十

五

日
に

山

口

別

院
に

て
、
ま
た

光

山

寺
で
は
、
本

年
の

継

職

法

要

に

合

わ
せ
て

十

一

月

二

十

八

日
に

光

山

寺

本

堂

に
て

執

行

さ

れ

る

予

定

で
す

。
椅

子

席
で
の

受

式

が

可

能
で
す
の
で
、
こ
の

機

会

に
是

非
に
受

式
く
だ
さ
い
。

以

下
に
、
本

願

寺
で
の

申

込

要

項

を

掲

載
し
て
お
き
ま
す
。

◆

執

行

日

一

月

一

日

・

十

六

日

の

晨

朝

後

、

一

月

八

日

・

十

二

月

二

十

日

の

終

日

を

除

く

毎

日

二

回

◆
執

行

時

刻

午

前
の
部
・
・
・
晨

朝

後

引
き
続
き

午

後
の
部
・
・
・
午

後

一

時

三

十

分

（

た
だ
し
、
本

山

恒

例

法

要

日

は

、
午

後

一

時

執

行
で
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
）

◆
受

式

申

込

午

前
の
部
は

晨

朝

前

、
午

後
の
部
は

執

行

時

刻
の

一

時

間

前

ま
で
に
、
参

拝

教

化

部

ま
で
お

申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所

定
の
入

力

様

式

よ
り

申

込

書

を

事

前
に

ご
作

成
・
郵

送

し
て
い

た
だ
き
ま
す
と
、
受

付

時
に
お

待
た
せ
す
る
こ
と

な
く
受

式
い
た
だ
け
ま
す
。

入

力

様

式

は

本

願

寺

ホ

ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ダ
ウ

ン
ロ
ー

ド

一

覧
よ
り
「

①

帰

敬

式

受

式

願
（P

D

F

形

式

）
」
を

開

き
、
Ａ4

用

紙
に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ

ト
し
て
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

◆
冥

加

金

成

人

一

万

円

／

未

成

年

五

千

円

◆

留

意

事

項

特

に

法

名

の

内

願

を

ご

希

望

さ

れ

る

方

は

、

二

ヵ

月

前

ま

で

に

所

属

寺

院

ご

住

職

か

ら

の

ご

申

請

が

必

要

と

な

り

ま

す

。

そ

の

場

合

、

内

願

法

名

懇

志

と

し

て

別

途

一

万

円

以

上

を

ご

進

納

く

だ

さ

い

。

詳

細

に

つ

い

て

は

、

参

拝

教

化

部

（

帰

敬

式

係

）

ま

で

お

尋

ね

く

だ

さ

い

。

《

仏

教

書

紹

介

》

浄

土

真

宗

本

願

寺

派

の

門

信

徒

は

、

帰

敬

式

を

受

式

し

て

、
本

願

寺

住

職
（

ご

門

主

）
か

ら

、

仏

弟

子
の

名

告

り
で

あ
る

法

名

を
い
た
だ

き
ま
す

。
お

釈

迦

さ
ま
と

仏

弟

子
の
エ
ピ
ソ

ー

ド

な

ど

を

交

え

な

が

ら

、
念

仏

者

と

し

て
、
浄

土

真

宗

に

お
け

る

法

名

や

帰

敬

式

を

ど
の
よ

う
に

受

け

止

め
て
い
け

ば
い
い
の

で
し
ょ
う
か

。
仏

弟

子
と
し
て

生

き
て
い
く

よ

ろ
こ

び
を

深

く

味

わ

う

一

冊

(

一

六

八

円)

で
す

。『

仏

弟

子
と
な
る
』
本

願

寺

出

版

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

購

入
で
き
ま
す
。

《

表

彰

さ
れ

ま

し

た

》

令

和

元

年

度

高

齢

者

叙

勲
（

令

和

元

年

九

月

一

日

付
け
）
に
て
、
光

山

寺

責

任

総

代

の
堀

誠

一

さ
ん
（

歳

）
が
瑞

宝

双

光

章

を

88

叙

勲
さ
れ
ま
し
た
。

ま

た
、
山

口

県

文

化

功

労

賞
（

舞

躍

部

門

）
に
、
ご
門

徒
の
米

原

福

子

さ
ん
が
表

彰

さ
れ

ま

し
た

。
そ
れ

ぞ

れ

、
今

日

ま
で
の

貢

献

を
た
た
え
、
謹

ん
で
お

慶

び
申
し

上

げ
ま

す
。《

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

を

ご

寄

付
い

た

だ

き

ま

し

た

》

仏

教

壮

年

会

会

長

の

中

川

英

男

さ

ん

よ

り

、
仏

教

壮

年

会

の

ス

ポ

ー

ツ

部

や

光

山

寺

行

事

で

活

用

し
て

欲

し
い
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
の
セ
ッ
ト

を

一

セ
ッ
ト

ご
寄

付
い
た
だ

き

ま
し
た
。
今

後
の
ス
ポ

ー
ツ

活

動
に

活

用

さ

せ
て
い
た
だ
き
ま

す

。
誠
に

有

り

難

う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
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関

連

行

事

に

は

カ

レ

ン

ダ

ー

に

◎

印

を

！

令

和

二

年
の
光

山

寺

前

期

行

事

予

定

の

一

覧

で

す

。
万

障

繰

り

合

わ

せ
て

ご

参

加
く
だ
さ
い
。

★

萩

組
・
光

山

寺

法

要

関

連

一

月

九

日
（

木

曜

）
午

前

十

一

時

半

最

勝

講
（

玉

江

地

区
の
み

）

一

月

十

九

日
（

土

曜

）
午

後

七

時

萩

組

連

続

研

修
（

真

覚

寺

）

一

月

二

五

日
（

土

曜

）
午

前

十

時

教
区
連
研
履
修
者
研
修
会
（
山
口
別
院
）

二

月

二

日
（

日

曜

）
午

後

三

時

門
徒
推
進
員
連
絡
協
議
会
（

端

坊

）

三

月

十

五

日
（

金

曜

）
午

後

七

時

萩

組

連

続

研

修
（

光

山

寺

）

五

月

一

日
・
二

日
（

金
・
土

曜

）

春

季

永

代

経

法

要

（

講

師

、
福

田

康

正

師

）

★

総

代

会

関

係

一

月

二

一
・
二

二

日
（
火
曜
・
水
曜
）

門

徒

責

任

役

員
・
門

徒

総

代

一

泊

懇

談

研

修

会
（

西
の

雅

常

盤

）

四

月

中

旬

萩

組

総

代

会

総

会

★

子

供

会
（

日

曜

学

校

）

関

連

一

月

十

三

日
（

月

曜

）
午

前

十

一

時

子

供

報

恩

講

★

仏

教

青

年

会

関

連

一

月

十

三

日
（

土

曜

）
午

前

十

一

時

子

供

報

恩

講

と

同

時

開

催

★

仏

教

壮

年

会

関

連

二

月

二

九

日
（

土

曜

）
）

仏

教

壮

年

会

セ
ミ

ナ
ー

（

山

口

別

院

、
講

師

…

高

橋

哲

了

師

）

三

月

八

日
（

日

曜

）
午

前

十

時

山

口

教

区

仏

教

壮

年

大

会

（

山

口

別

院

、
講

師

：

小

林

顕

英

師

）

四

月

上

旬

午

後

七

時

半

光

山

寺

仏

教

壮

年

会

総

会

★

仏

教

婦

人

会

関

連

三

月

下

旬

光

山

寺

仏

教

婦

人

会

常

任

委

員

会

三

月

下

旬

全

役

員

会

五

月

十

七

日
（

日

曜

）
午

前

九

時

半

光

山

寺

初

参

式

六

月

二

七

日
・
二

八

日
（

土
・
日

曜

）

婦

人

会

法

座
（

講

師

、
小

池

俊

章

師

）

★

親

鸞

聖

人

讃

仰

会

午

後

八

時

（

登

録

制
・
要

年

会

費

二

千

円

）

四

月

二

〇

日
（

月

曜

）

六

月

一

五

日
（

月

曜

）

八

月

二

四

日
（

月

曜

）

以

降

十

月

ま
で

四

回

開

催

★

お
経
の

練

習

会

午

後

八

時

（

ど

な

た

も
で

も
参

加

可

、
無

料

）

五

月

九

日
（
土
曜
）・
六
月
一
三
日
（
土
曜
）

毎
月
原
則
第
二
土
曜
、
十
月
迄
六
回
開
催

★

雅

楽

練

習

会

一

月

二

六

日
（

日

曜

）
午

後

五

時

半

※

新

年

会

を

兼

ね

る

三

月

二

九

日
（

日

曜

）
午

後

七

時

半

（

原

則

日

曜

午

後

七

時

半

。
不

定

期

開

催

）

★
い
の

ち

を

見
つ

め

る

研

修

会
（

山

口

別

院

）

二

月

八

日
（

土

曜

）

講

師

：

徳

永

進

氏
（
野
の
花
診
療
所
院

 

長
）

★

教

区

同

朋

運

動

研

修

会
（

山

口

別

院

）

二

月

一

八

日

(

火

曜)

講

師

：

角

岡

伸

彦

氏
（
フ
リ
ー
ラ
イ
タ 

ー
）

★
テ

レ
ホ
ン
法

話

ほ
か

萩

市

仏

教

会

こ
こ
ろ
の
電
話
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス

〇

八

三

八
（

二

五

）
七

七

一

〇

山

口

別

院
テ

レ
ホ
ン
法

話

〇

八

三
（

九

七

三

）
〇

一

一

一

教

区
ラ

ジ

オ
Ｃ
Ｍ

エ
フ
エ
ム

山

口

火

曜

日
・
木

曜

日

Ａ
Ｍ
七

時

三

〇

分

放

送

※

光

山

寺
コ
ー
ラ
ス

原

則

第

二
・
第

四
の
木

曜

日

（

詳

細

は

問
い

合

わ
せ

く
だ

さ
い

）

※

雅

楽
・
コ

ー

ラ

ス

は

新

規

参

加

者

募

集

中

。
気

軽
に

お
問
い

合

せ

く
だ

さ
い

。
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